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2026 年 4 月 1 日 

 

学生各位 

梅 花 女 子 大 学 

学長  河 村 圭 子 

 

 

2026 年度 授業・定期試験における配慮申請について 

 

「授業・定期試験における配慮申請」は、本学で授業を履修し、単位を修得して卒業に至るため

に必要とされる配慮を、学生本人からの申し出により検討・実施するためのものです。 

対象者は、障害等により通常の授業や定期試験において何らかの配慮を必要とする学生です。 

障害等の状況は一人一人異なるため、必要な配慮内容も一律ではありません。また、大学にお

ける授業の形態も教室での座学以外に演習・実習・フィールドワークなど多様であり、個々の状

況に応じた配慮内容の検討は、各学科における学びの目的の達成を踏まえた上で、支援コーディ

ネーター、授業担当者等との十分な相談が必要となります。 

 

授業・定期試験における配慮を希望する場合は、以下の要領に従って申請を行ってください。 

 

1. 申請期間 

在学生(新 2年生～4 年生)  前期：２月４日（水）～  ２月１３日（金） 

後期：７月２２日（水） ～ ７月３１日（金） 

 

     新入生                   前期：４月１日（水） ～ ４月８日（水） 

後期：７月２２日（水） ～  ７月３１日（金） 

 

※新たに申請を必要とする状況が発生した場合は、期間に関わらず、支援コーディネーター    

に相談の上、申請を行ってください。 

 

2. 申請に必要な書類 

※申請者は、申請の意思を所属学科の支援コーディネーターに伝えた上、①を作成、②を準備し、

支援コーディネーターに提出してください。 

① 授業・定期試験における配慮申請書（記入例を参照のこと） 

② 身体障害者手帳、療育手帳等の写し又は、医療機関の診断書（本学所定の様式） 

・医療機関の診断書(本学所定の様式)にかかる費用は自己負担となります。また、診断書 

の有効期限は原則、年度内とします。 

※③は所属学科の支援コーディネーターと相談の上、作成してください。 

③ 「授業・定期試験における配慮内容」 

    

3. 申請に必要な書類の提出先 

・上記①②③の書類３点を支援コーディネーターがとりまとめて提出します。 

 （③のみ、紙ベース１枚＋データでご提出をお願いいたします。） 

・  提出先：学生サービスセンター 学生生活担当窓口（Ｂ棟１階） 
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2026 年度 支援コーディネーター  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 申請を受理できない場合 

・ 一時的な傷病（概ね１か月程度）の場合。（通常の欠席扱いとし、「欠席理由届」を授業担当

者に提出する。） 

・ 申請に必要な書類が未提出あるいは不備の場合。 

・ 学期中に急な傷病等により申請を行う場合であっても、欠席回数がすでに５回を超えている

場合。 

 

5. 申請における注意点 

・ 授業の出席に関して、「出席が困難な場合の、課題等の代替措置」を希望する場合、代替回数

は２回を限度とします。代替措置の結果、欠席回数が６回以上の場合は原則として失格とな

り、合否の対象となりません。 

・ 授業・定期試験の出席・受験が困難で、課題・レポート試験等の代替措置を希望する場合で

も、各学科の学びの目的により国家資格取得にかかる実習等、授業出席の代替措置のない場

合があることを充分に理解しておいて下さい。 

 

6. 申請の決定について 

申請を受理後、学内の障害者支援コーディネート委員会で検討し、最終決定を行います。そ

の後決定した配慮の内容については、申請者および授業担当者に通知されます。 

 

7. 添付ファイル 

① 授業・定期試験における配慮申請書 

② 授業・定期試験における配慮申請書（記入例） 

 ③ 診断書（本学所定） 

④ 授業・定期試験における配慮内容（※支援コーディネーター作成用） 

⑤ 授業・定期試験における配慮内容（記入例） 

※ 配慮申請書等の様式は BCCS、ホームページに掲載されたものを利用してください。 

ホームページ「授業・定期試験における配慮申請書」 

http://www.baika.ac.jp/campuslife/ 

以上 

国際教養学科 近藤 眞理子 韓 光勲 

日本文化学科 市瀬 雅之 相奈良 公仁子 

情報メディア学科 好田 由佳 矢澤 郁美 

舞台芸術表現学科 上村 幸弘 中本 千晶 

こども教育学科 喜多 一友 増野 智紀 

心理学科 今井 正司 福井 斉 

食文化学科 森下 剛 露口 小百合 

管理栄養学科 山﨑 大輔 玉置 好徳 

看護学科 藤本 かおり 谷口 俊恵 

口腔保健学科 大西 淑美 山口 由美子 



年   月   日 

梅花女子大学学長 殿 

 

授業・定期試験における配慮申請書 

 

【１】 申請者  学籍番号                        氏名                          

 

                    学部                    学科          年生 

 

 

【2】 障がい等の種類 ( 該当する番号に○をつけて下さい。) 

① 視覚障害        ② 聴覚障害        ③ 知的障害       ④ 肢体不自由 

⑤ 病弱           ⑥ 発達障害        ⑦ その他（                  ） 

 

【3】 授業・定期試験において配慮を希望する理由（症状等）を記入してください。また、高等学校等で配慮を受けて 

いた場合、その状況を簡潔に記入して下さい。 

授業  

 

 

 

定期試験  

 

 

 

 

【4】 授業・定期試験において希望する配慮内容に〇を付けてください。 

① （  ）授業 （  ）試験   a. 拡大文字   b. 読み上げ      c. 視覚に関するその他(            ) 

② （  ）授業 （  ）試験   a. ノートテイク  b. リスニング免除   c.聴覚に関するその他(            ) 

③ （  ）授業 （  ）試験    スポーツ科目等における身体的活動の制限 

④ （  ）授業 （  ）試験   投薬による眠気を催す場合等の途中退室及び保健室等での休養 

⑤ （  ）授業          出席が困難な場合の課題・レポート試験等の代替措置（２回まで） 

⑥ （  ）授業 （  ）試験   座席の位置等の変更・調整 

⑦         （  ）試験   定期試験に関して  a. 別室受験  b. 時間延長  c. その他(           ) 

⑧ （  ）授業           オンラインでの受講（オンライン対応授業に限る） 

⑨ （  ）授業 （  ）試験   その他（                                              ） 

 

【5】 申請書に添付する書類 （ □に✔を入れてください。また、該当する場合は a・b・c に○をつけて下さい。） 

□ 希望授業科目    □手帳等の写し（ a. 身体障害者手帳 b. 療育手帳 c. 精神障害者保健福祉手帳） 

□ 医療機関の診断書（ 本学所定 ）   □その他（                                   ） 

 

                    

       

         

             支援コーディネーター                                

 



年   月   日 

梅花女子大学学長 殿 

 

授業・定期試験における配慮申請書 記入例 

 

【１】 申請者  学籍番号                        氏名                      

 

                    学部                    学科          年生 

 

【2】 障がい等の種類 ( 該当する番号に○をつけて下さい。) 

① 視覚障害        ② 聴覚障害        ③ 知的障害       ④ 肢体不自由 

⑤ 病弱           ⑥ 発達障害        ⑦ その他（                  ） 

 

【3】 授業・定期試験において配慮を希望する理由（症状等）を記入してください。また、高等学校等で配慮を受けて 

いた場合、その状況を簡潔に記入して下さい。 

授業 ・説明を聞きながら板書することが苦手である。 

・投薬後にふらつきを感じる。 

・状況の変化に臨機応変に対応することや、自分の意見をその場でまとめること等が困難である。 

・投薬後にふらつきを感じた場合、途中退室することの許可を希望しました。 

・柔軟に対応することが苦手であるため、特にグループワークでは内容やルールをあらかじめ説明し 

てもらうことを希望しました。 

定期試験 ・柔軟な対応が得意でないため、別室受験及び試験時間延長を希望します。 

・高校では、問題用紙と解答用紙が分かれている場合、対応する箇所を探すのに時間がかかるため、

別室での受験及び時間延長の許可をいただいていた。 

 

【4】 授業・定期試験において希望する配慮内容に〇を付けてください。 

① （  ）授業 （  ）試験   a. 拡大文字   b. 読み上げ      c. 視覚に関するその他(            ) 

② （  ）授業 （  ）試験   a. ノートテイク  b. リスニング免除   c.聴覚に関するその他(            ) 

③ （  ）授業 （  ）試験    スポーツ科目等における身体的活動の制限 

④ （  ）授業 （  ）試験   投薬による眠気を催す場合等の途中退室及び保健室等での休養 

⑤ （  ）授業          出席が困難な場合の課題・レポート試験等の代替措置（２回まで） 

⑥ （  ）授業 （  ）試験   座席の位置等の変更・調整 

⑦         （〇）試験   定期試験に関して  a. 別室受験  b. 時間延長  c. その他(           ) 

⑧ （  ）授業          オンラインでの受講（オンライン対応授業に限る） 

⑨ （  ）授業 （  ）試験   その他（                                              ） 

 

【5】 申請書に添付する書類 （ □に✔を入れてください。また、該当する場合は a・b・c に○をつけて下さい。） 

□ 希望授業科目    □ 手帳等の写し（ a. 身体障害者手帳 b. 療育手帳 c. 精神障害者保健福祉手帳） 

✔ 医療機関の診断書（ 本学所定 ）   □その他（                                   ） 

 

                   

         

             支援コーディネーター                                

 



 

   年  ⽉  ⽇ 
梅花⼥⼦⼤学学⻑ 殿 

診断書 
この診断書は、梅花⼥⼦⼤学において本学⽣の希望する、授業・定期試験における配慮内容を

検討するための資料となりますので、できるだけ具体的にご記⼊ください。 
 

⽒ 名 
       年   ⽉   ⽇⽣ 

住 所  

診断名 

主診断名 

合併診断名 

必
要
と
す
る
配
慮  

該
当
事
項
に
○ 

   授業  定期試験 
① （ ）（ ）a 拡⼤⽂字・b 読み上げ・c 視覚に関するその他(                   ) 
② （ ）（ ）a ノートテイク・b リスニング免除・c 聴覚に関するその他(         ) 
③ （ ）（ ）スポーツ科⽬等における⾝体的活動の制限 
④ （ ）（ ）投薬による眠気を催す場合等の途中退室及び保健室等での休養 
⑤ （ ）     出席が困難な場合の、課題・レポート等の代替措置 
⑥ （ ）（ ）座席の位置等の変更・調整 
⑦    （ ）定期試験に関して a 別室受験・b 時間延⻑・c その他(             ) 
⑧ （  ）     オンライン対応授業の受講 
      （※）全科⽬がオンライン対応授業となっておりません。本学⽣が履修登

録する授業のうちのオンライン対応授業のみが対象となります。    
⑨ （ ）（ ）その他（                          ） 

現 症 

上記配慮事項を必要とする具体的な理由をご記⼊ください。 

上記の通り診断する。                        年   ⽉   ⽇ 

医 師 の ⽒ 名                    ○印  
医師の勤務先 
所在地・電話番号 

 



年   月   日 

授業担当                      様 

 

授業・定期試験における配慮内容 

 

【1】 授業科目名                                                                         

 

【2】 対象学生                                       学科                       年生  

学籍番号                      氏名
ふりがな

                      

 

【3】 障がい等の種類 ( 該当する番号に○をつけて下さい。 ) 

① 視覚障害        ② 聴覚障害        ③ 知的障害       ④ 肢体不自由 

⑤ 病弱           ⑥ 発達障害        ⑦ その他（                  ） 

 

【4】 決定した配慮内容 

（授業・定期試験どちらで配慮が必要か横の欄に○をつけ、右の枠内に配慮内容の詳細を記入して下さい。） 

① a. 拡大文字  ・  b. 読み上げ     ・   c. 視覚に関するその他(                       ) 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

② a. ノートテイク ・  b. リスニング免除 ・   c. 聴覚に関するその他(                     ) 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

③ スポーツ科目等における身体的活動の制限 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

④ 投薬による眠気を催す場合等の途中退室及び保健室等での休養 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

⑤ 出席が困難な場合の課題・レポート等の代替措置 （2 回まで） 

授業  ・ 

⑥ 座席の位置等の変更・調整 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

⑦ 定期試験に関して  a. 別室受験  ・  b. 時間延長  ・  c. その他(                   ) 

定期試験  ・ 

⑧ オンラインでの受講（オンライン対応授業に限る） 

希望する  

⑨  その他（                                                          ） 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

支援コーディネーター                   （内線    ） 

学生サービスセンター学生生活担当窓口 朝井（内線 427 ） 

学生サービスセンター教務担当窓口   田口（内線 863 ） 



年   月   日 

授業担当                      様 

 

授業・定期試験における配慮内容  記入例  

 

【1】 授業科目名                                                                         

 

【2】 対象学生                                       学科                       年生  

学籍番号                      氏名
ふりがな

                      

 

【3】 障がい等の種類 ( 該当する番号に○をつけて下さい。 ) 

① 視覚障害        ② 聴覚障害        ③ 知的障害       ④ 肢体不自由 

⑤ 病弱           ⑥ 発達障害        ⑦ その他（                  ） 

 

【4】 決定した配慮内容 

（授業・定期試験どちらで配慮が必要か横の欄に○をつけ、右の枠内に配慮内容の詳細を記入して下さい。） 

① a. 拡大文字  ・  b. 読み上げ     ・   c. 視覚に関するその他(                       ) 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

② a. ノートテイク ・  b. リスニング免除 ・   c. 聴覚に関するその他(                     ) 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

③ スポーツ科目等における身体的活動の制限 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

④ 投薬による眠気を催す場合等の途中退室及び保健室等での休養 

授業 〇 ・投薬後ふらつきを感じる為、途中退室の許可。 

定期試験  ・ 

⑤ 出席が困難な場合の課題・レポート等の代替措置 （2 回まで） 

授業  ・ 

⑥ 座席の位置等の変更・調整 

授業  ・ 

定期試験  ・ 

⑦ 定期試験に関して  a. 別室受験  ・  b. 時間延長  ・  c. その他(                   ) 

定期試験  ・ 

⑧ オンラインでの受講（オンライン対応授業に限る） 

希望する  

⑨  その他（内容やルールの説明） 

授業 〇 ・自分の意見をその場でまとめること等が困難なため、特にグループワー

クでは、内容やルールをあらかじめ説明いただくようお願いします。 

定期試験  ・ 

 
＜お問い合わせ先＞ 

支援コーディネーター                   （内線    ） 

学生サービスセンター学生生活担当窓口 朝井（内線 427 ） 

学生サービスセンター教務担当窓口   田口（内線 863 ） 




